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議
員
は
、
原
則
と
し
て
議
案
に

つ
い
て
修
正
案
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
を
修
正
の

動
議
と
い
い
ま
す
。�

　
修
正
の
動
議
は
、
原
案
を
十
分

に
審
議
し
た
結
果
、
そ
の
一
部
ま

た
は
全
部
に
つ
い
て
修
正
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い

て
、
原
案
が
議
題
と
な
る
前
ま
で

に
、
具
体
的
な
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
案
を
備
え
、
文
書
に
よ
り
議
長

に
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。�

　
議
案
に
は
、
議
決
に
よ
り
市
の

意
思
と
な
る
予
算
・
条
例
案
等
の

団
体
意
思
決
定
議
案
や
議
会
の
意

思
と
な
る
意
見
書
・
決
議
案
等
の

機
関
意
思
決
定
議
案
が
あ
り
ま
す
。

提
出
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
・
条

例
案
等
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
委

員
会
で
修
正
が
決
定
さ
れ
た
場
合

を
除
き
、
議
員
定
数
の
十
二
分
の

一
以
上
の
者
の
発
議
を
必
要
と
し
、

意
見
書
・
決
議
案
等
の
修
正
に
つ

い
て
は
、
岡
山
市
議
会
の
会
議
規

則
に
よ
り
、
四
人
以
上
の
者
の
発

議
が
必
要
と
定
め
て
い
ま
す
。�

ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
関
係
者
の
自
主
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
モ
デ
ル
実
施
さ
れ
て
い
る
加

茂
小
学
校
で
は
、
予
防
効
果
が
現
れ

て
お
り
、
今
後
、
保
健
所
や
歯
科
医

師
会
等
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
関

係
者
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
学

校
か
ら
順
次
実
施
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
幼
い
頃
か
ら
文
化
芸
術
体
験

を
通
じ
て
豊
か
な
感
性
を
養
う
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
オ
リ
エ
ン
ト
美

術
館
を
児
童
へ
無
料
で
開
放
し
て
は
。�

　
答
　
平
成
14
年
11
月
1
日
か
ら
の

教
育
週
間
期
間
中
に
、
よ
り
よ
い
親

子
関
係
の
醸
成
を
ね
ら
い
と
し
て
、

保
護
者
等
と
同
伴
の
場
合
に
は
、
児

童
の
入
館
料
を
無
料
と
す
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
チ
ケ
ッ
ト
制
を
試
行
的
に
導
入�

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

状
況
を
見
た
上
で
今
後
の
対
応
を
関

係
部
局
と
協
議
し
た
い
。�

���

　
問
　
平
成
11
年
4
月
に
開
校
し
た

岡
山
後
楽
館
中
高
一
貫
校
は
、
校
内

に
体
育
館
や
運
動

場
等
の
施
設
が
な

く
、
生
徒
に
と
っ

て
不
自
由
な
状
態

が
続
い
て
い
る
が

①
今
後
の
整
備
計

画
は
②
移
転
場
所

を
決
定
す
る
際
の

基
準
は
。�

　
答
　
①
場
所
に

つ
い
て
は
17
年
ま

で
の
早
い
時
期
に

方
針
を
決
定
し
、

保
護
者
、
生
徒
、

市
民
の
意
見
等
を

も
と
に
、
22
年
を

目
途
に
施
設
整
備

が
で
き
る
よ
う
具

体
的
整
備
計
画
を

市
教
育
委
員
会
で

検
討
し
た
い
②
同
校
の
特
色
で
あ
る

シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
を
生
か
せ

る
場
所
も
重
要
な
観
点
と
考
え
て
お

り
、
面
積
、
立
地
環
境
等
を
含
め
多

角
的
に
検
討
し
た
い
。�

���

　
問
　
旧
清
輝
幼
稚
園
に
設
置
す
る

予
定
の
中
央
適
応
指
導
教
室（
仮
称
）

に
つ
い
て
①
教
育
相
談
室
と
適
応
指

導
教
室
の
一
体
型
施
設
と
し
た
理
由

は
②
今
後
の
運
営
方
法
は
。�

　
答
　
①
不
登
校
や
授
業
放
棄
、
喫

煙
な
ど
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
が
複

雑
多
様
化
し
て
い
る
が
、
専
門
的
で

手
厚
い
相
談
や
検
査
・
判
定
を
行
い
、

相
談
と
指
導
と
を
距
離
的
に
近
い
場

所
で
緊
密
に
行
う
こ
と
で
、
そ
の
機

能
を
有
機
的
に
高
め
、
問
題
行
動
の

解
決
や
減
少
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

も
の
だ
②
中
心
地
と
い
う
地
理
的
優

位
性
を
生
か
し
、
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
や
児
童
相
談
所
等
の
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
や
、
相
談
業
務
だ
け

で
な
く
、
子
育
て
問
題
へ
の
対
応
の

拡
充
に
向
け
、
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の

向
上
を
図
り
た
い
。�

���

　
問
　
米
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め

①
本
市
の
学
校
給
食
に
米
粉
パ
ン
を

導
入
し
て
は
②
米
粉
パ
ン
等
を
消
費

者
に
普
及
・
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
フ
ェ

ア
を
開
催
し
て
は
。�

　
答
　
①
週
二
回
の
市
内
産
米
に
よ

る
米
飯
給
食
を
、
平
成
14
年
10
月
か

ら
隔
週
で
週
三
回
に
増
や
し
、
さ
ら

に
15
年
度
早
期
に
毎
週
三
回
に
拡
大

す
る
予
定
で
、
米
の
消
費
拡
大
に
も

意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
米

粉
パ
ン
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
学
校

給
食
会
で
製
造
技
術
講
習
会
を
予
定

す
る
な
ど
調
査
研
究
を
進
め
て
お
り
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
導
入
を
検
討
し

た
い
②
14
年
11
月
に
開
催
予
定
の
農

業
祭
や
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
岡
山
食
糧
事
務
所
と
連
携
し
て

米
粉
パ
ン
の
試
食
等
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。�
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